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1. はじめに 
Web アプリケーションの開発や保守過程におい

て，手動による UI テストの作業量はそのアプリ

ケーションの規模の拡大とともに膨大となる．

その作業量を下げるためには UI テストの自動化

が不可欠である．しかしながら，汎用言語によ

るプログラミング方法やテストフレームワーク

などの使い方を学ばなければ Web アプリケーシ

ョンの UI テストの自動化は困難である．またそ

の学習コストは UI テストの試行を阻害しがちで

ある．テスト自動化コードを抽象度の高い記述

で表現することができるフレームワークに

Capybara[1]や DePoT[2]，FluentLenium[3]など

があるが，これらは汎用言語の上で実装される

内部 DSL であり汎用言語の知識がなければ使用

することができない． 

本研究では Web アプリケーションの UI テスト

自動化のための DSL，またそのエディタと実行環

境を試作し，それらを提供することによりテス

トケースの作成の支援を試みる． 

 

2. システム概要 
本研究ではテスト自動化を支援するために DSL

の実行環境，エディタ，テスト対象管理機能を

提供する．これらは一つの Web サーバとして集

約され，利用者に提供される． 

UI テスト自動化のための DSL は，Web アプリ

ケーションのテスト自動化のためのコードを短

く簡潔に書けるよう試作した．詳しくは 3 節に

示す．DSL による記述コードは本研究で作成した

パーサによって読み込まれ，その内容から

Selenium[4]を通してテストを実行する．本研究

では Selenium の Python 用ドライバを利用する． 

ある言語やライブラリを初めて利用する際や

長時間利用していなかった場合、その仕様や命

令群などを学ばなければならない．この学習コ

ストを軽減するため DSL のためのエディタを作

成した．エディタには補完機能が備わっており，

命令名や属性値を記述するタイミングで補完が

始まる（図 1）． 

 

 

 

 

 

図 1. 補完機能の使用例 

テストを記述する前に対象 Web アプリケーシ

ョンから，一般的に要素の指定方法として使用

される id，class，name の各属性値を抽出する

ことにより，補完機能を強化する．  

本研究ではテストコードとそのテスト結果を

管理するため，テスト対象となる Web アプリケ

ーションを管理するためのデータベースとイン

ターフェースを用意した．この機能により過去

に作成した記述コードとテスト結果への参照を

容易にする． 

 

3. DSL の仕様 
本研究では YAML[5]をベースにした DSL を試作

した． YAML のインデントで階層構造を示すとい

う特性により，各テストシナリオを視覚的に理

解しやすく記述することができる．例として 4

章で後述するシナリオ「ログインする」を表す

コードを図 2 に示す． 

 

 

図 2. DSL によるテストシナリオ 

各シナリオ名は「シナリオ名:」として示され

る．次の行以降でインデントし「命令名 第一引

数 第二引数」などと続けることでシナリオを記

述していく．命令には指定した URL へのページ

遷移や指定した要素をクリックするなどの基本

的なものから，Selenium を直接使った場合に複

数行書かなければならないにもかかわらず頻繁

に使用される処理などを簡潔に記述できるもの

を実装した． 
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要素は「指定方法 文字列」と 2 語使用して指

定される．指定方法には ID 名，クラス名，name

属性値，CSS のセレクタと XPath があり，存在す

る殆どの要素に対応することができる．  

 

4. テストコードの比較 
開発した DSL によるテストコードと既存言語

およびテストフレームワークを利用したテスト

コードとを比較する．対象アプリケーションに

はログイン機能と記事の投稿機能が存在する．

テストコードを比較するために用意した 3 つの

テストシナリオを以下に示す．括弧内はシナリ

オ名である． 

 

 ログインする（ログイン） 

 ログインして投稿する（投稿） 

 ログインしないで投稿ページにアクセスする

（アクセスのみ） 

 

DSL によるテストコードと比較するためのコー

ドとして，Django[6]アプリケーションの UI テ

スト自動化のためのテストコードの書き方に沿

って記述したテストコードを使用する． 

3 つのシナリオの内，「ログインする」を例と

して挙げる．図 2 は DSL によるテストコード，

図 3 は Django のテストコードである．Django の

テストコードは Selenium を使用したものであり，

示されたコードはクラスで定義したテストケー

ス中の一つのメソッドである．  

 

 

図 3. Django アプリ内で記述されたテストシナリオ 

各シナリオの行数と文字数を示したものを表 1

に示す．どのシナリオでも DSL によるコードの

文字数は Django によるものの半分以下となった． 

表 1.  各シナリオの行数と文字数． 

シナリオ名 DSL(行数，文字

数) 

Django(行数，文

字数) 

ログイン 7, 136 7，350 

投稿する 11，260 20，868 

アクセスのみ 3，57 4，162 

 

5. 考察 
Django のテストコードでは可読性と作成効率

をあげるために改行や変数の導入，また独自メ

ソッドなどを定義する必要があり，これらはテ

ストコードを複雑かつ肥大にした．提供する DSL

ではそれらの作業なしにテストシナリオを記述

できるため，テストコードの作成とメンテナン

スにかかる作業量を削減できたといえる．さら

に命令を記述するタイミングでポップアップさ

れる命令群の選択時に補完されるスニペットは

汎用言語の文法規則にとらわれず直感的に理解

しやすいため，テスト作成に必要な学習コスト

を抑えることができると考えられる． 

対象アプリケーションのページ数が多い場合

において，本システムのクローリング機能は全

ページをクロールするため終了までに多くの時

間がかかる．さらに HTML の構造が同じページを

何度クロールしても新しく語彙を抽出すること

はできないためこの機能は改善の余地がある．

また，本システムは外部から対象アプリケーシ

ョンをテストするものであり，データベースを

直接操作するなどの操作は行うことができない． 

これは本システムを利用する際のデメリットの

一つとなる． 

 

6. おわりに 
本研究では，テスト自動化を支援するための

DSL とエディタ，実行環境を試作した．  

本研究で試作した DSL は外部 DSL であるので

その表現と計算能力は DSL 自体の仕様に依存す

る．今後の課題として，テスト対象となる Web

アプリケーションを増やし，DSL およびシステム

全体の仕様を吟味し，対応していく必要がある． 
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